
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『啐啄の時期』  

理事長 荒川佳紀 

 「啐啄」という言葉は今ではあまり使われないので、ご存知ではない方も多いのではないでしょう

か。昨今は「忖度」という言葉の方が新聞などでよく使われています。初めの字は「そったく」と読

み、意味は「卵を温めていた親鳥が、雛が殻の中から鳴く声に合わせて外から殻をついばんで雛を誕生

させる」ことだそうです。いわゆる、丁度良い時期に合わせることです。子供を育てる時も子供の発達

や要求をしっかりと見極めていくことが大事ということになります。それを無視して大人（親）の希望

だけを押し付けても子供には良い影響は与えません。七五三の祝いもそのあたりからきていると言えま

しょう。「どりーむ保育園」や「どりーむ東小倉保育園」の保育園でもそこをしっかりと押さえた保育が

なされていることに自信を持っています。 

 また、障がい者部門でも、発達状況は一人ひとり違っていても毎日の支援の積み重ねが発達を促して

いる場面をよく見ます。全て希望を持って、一人ひとりの動きや発達要求を見逃さずに寄り添っていく

ことに心がけていきましょう。 

 百年後も素晴らしい長尾福祉会であり続けられるように！！ 

 発行者：社会福祉法人長尾福祉会 

住 所：〒216-0031 

神奈川県川崎市宮前区神木本町２-１５-６ 

電 話：０４４－８５６－６８１１ 

F A X：０４４－８５６－６８１５ 

Email：nagaof@nagaof.jp 

HP：http://www.nagaof.jp/ 

 
「夏の一コマ ～水遊び～」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 長尾福祉会は今年で２０年目を迎えました。その節

目の年を迎えるにあたって法人パンフレットなどを

一新する予定です。それに先駆けて保育園のパンフレ

ットを作り始めています。左の写真はその一部です。

インタビューも含めて依頼した業者の方に『どりーむ

保育園』と『どりーむ東小倉保育園』を訪問した時の

イメージを基に作成していただきました。クラスが動

物の名前になっていることや賑やかなサーカステン

トをモチーフにし、色合いは穏やかなオレンジとグリ

ーンで表現されています。訪問には何人かの方が訪れ

ましたが、園の雰囲気とイメージはこのように映った

ようです。園の雰囲気を形作る「園児たち」「先生たち」

「周囲の環境」をとても上手に表現されたものになっ

たのでは、と感じています。パンフレットの中身も充

実したものになってきていますので、楽しみにしてい

てください！ 

 
 

 

 

平成２９年度中堅研修発表会 報告 

 

 

 

 

 

 

 

 長尾福祉会障がい部門では福祉職経験年数５年程の中堅職員による研究発表を行っています。今年で

２回目となるこの発表会では３名の職員が自身の経験や職場で取り組んでいることをより深く掘り下げ

ていき、約１年をかけた取り組みを発表しました。今回は『対人援助職の専門性としてのセルフマネジ

メント』『自立課題の有効性と活用方法』『川崎の国際戦略拠点と福祉』について発表しています。１年

かけて研修したものを約３０分にまとめて発表することが大変だったようで、若干のタイムオーバーも

ありましたが、それだけ伝えたい事柄が満載だったようです。この発表で聞いた内容をすぐに他事業所

で取り入れてみたものもあるようで、充実した発表となりました。この発表には平成３０年度にこの中

堅研修が控えている職員も参加しており、先輩たちの発表を少し緊張した面持ちで聞き入っていまし

た。この広報誌が発行される頃には、各自が研究テーマを決めて取り組んでいる頃だと思います。平成

３０年度は発表者も多く（平成２９年度の倍以上！）、より多岐に渡った研究が行われるかと思いますの

で、ご期待ください。 
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長尾福祉会では、各施設の内外を使い多岐にわたる活動を行っています。その活動を支え、お力を貸し

てくださるボランティアの皆様の存在はたいへん大きいものです。ここでは、ボランティアに来てくださ

った皆様のご氏名を挙げさせていただきます。お礼を申し上げると共に、今後もよろしくお願い致しま

す。 

 

横山和夫 池田泰則 蔵田雄一 佐藤彩名 重松信也 花谷きよ子 犬塚嘉子 中村巳知代  

木原敦子 天下井一範 岡田寿子 小林真弓 小林由美 坂本聖一 八木ちいこ 吉澤志帆理 

中島由美 千葉容子 千葉裕子 目代理奈 仲西瑞貴 横倉裕子 吉田貢 下條愛美 白石桃子  

宮田寿美 土屋英里沙 枝孝子 水野裕也 ご利用者家族様 

 

≪敬称略、順不同、平成 29年度ボランティア名簿をもとに作成≫ 

 

ご寄付をありがとうございました 

水野裕也様 日吉第一民児協障害者部会様 地域の皆様 ご利用者家族様 

【順不同、寄付金台帳（平成 29年 4月 1日～平成 30年 3月 31日）をもとに作成】 

社会福祉法人長尾福祉会 本部及び各施設、保育園 現金５８２，２３１円及び物品等 

 

赤い羽根共同募金の助成を受け、新規車両を購入しました 

 長尾福祉会では、（福）神奈川県共同募金会様より助成金を頂き、ウェルキャブ（ファームランドな

がお）を購入することができました。各車両とも、格納式ステップ等を備え、障がいを抱えた利用者の方々

にとってとても乗り込みやすい車となっています。これからも利用者の皆様の安全に気をつけながら、大

切に使わせていただきたいと思います。 この場をお借りして、（福）神奈川県共同募金会様と赤い羽根

共同募金にご協力頂いた地域の皆さまに心より感謝し、御礼申し上げます。 

 

 

 

 


